能順の宗祇追慕--能順年譜を手掛かりにして by 伊藤 伸江
一
能
順
の
宗
祇
追
慕
│
│
能
順
年
譜
を
手
掛
か
り
に
し
て
│
│
伊　
藤　
伸　
江
一
　
加
賀
小
松
天
満
宮
の
初
代
別
当
で
あ
る
、
連
歌
師
能
順
（
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
〜
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
は
、
京
都
北
野
天
満
宮
の
宮
仕
で
あ
っ
た
が
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
、
前
田
利
常
に
小
松
天
満
宮
の
別
当
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
。
彼
は
、
一
年
の
う
ち
、
お
そ
ら
く
三
分
の
一
以
上
も
小
松
に
滞
在
す
る
変
則
的
な
形
を
と
り
つ
つ
、
北
野
天
満
宮
の
年
預
も
つ
と
め
、
北
野
学
堂
の
初
代
宗
匠
に
も
な
り
、
学
堂
月
次
連
歌
や
前
句
付
を
指
導
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
京
都
と
加
賀
小
松
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
立
場
に
あ
っ
た
能
順
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
北
野
学
堂
や
小
松
天
満
宮
に
与
え
た
か
、
能
順
年
譜
1
注稿
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
、
宗
祇
と
の
関
わ
り
を
考
え
、
そ
の
文
学
史
的
な
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
二
　
能
順
は
、
上
大
路
家
の
能
舜
の
子
で
あ
る
が
、
父
能
舜
は
、
連
歌
師
紹
巴
と
つ
な
が
り
が
あ
る
。
能
舜
は
、
能
順
が
十
代
半
ば
の
う
ち
に
死
ん
で
い
る
が
、
能
舜
の
参
加
し
た
連
歌
は
、『
連
歌
総
目
録
』
で
百
韻
六
十
三
種
、
千
句
五
種
（
う
ち
独
吟
千
句
一
種
）
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
紹
巴
や
昌
叱
、
昌
琢
、
玄
仲
ら
と
の
連
歌
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
紹
巴
主
導
の
里
村
家
関
連
の
連
歌
で
は
、
能
舜
は
、
天
正
年
間
か
ら
文
禄
三
年
ま
で
は
執
筆
を
つ
と
め
、
能
札
（
能
舜
の
兄
2
注弟
、
出
句
し
た
句
数
か
ら
年
齢
は
上
で
、
兄
で
あ
ろ
う
）
が
七
句
程
度
出
句
し
て
い
る
。
な
お
、
紹
巴
の
生
前
も
亡
き
後
も
、
能
舜
と
能
札
と
が
、
里
村
家
の
人
々
と
連
歌
で
同
座
し
て
お
り
、
天
正
二
十
年
一
月
三
日
の
北
野
裏
白
連
歌
で
も
、
宮
仕
と
し
て
は
こ
の
二
人
だ
け
が
出
句
し
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
こ
と
を
思
え
ば
、
能
札
・
能
舜
両
人
は
、
紹
巴
の
弟
子
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
後
に
紹
巴
が
裏
白
連
歌
の
連
衆
の
差
配
も
し
て
い
3
注る
か
ら
、
里
村
二
家
（
紹
巴
）
を
介
し
て
、
北
野
松
梅
院
と
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
能
舜
は
、
天
正
年
間
よ
り
、
紹
巴
や
玄
仍
と
北
野
松
梅
院
と
の
連
絡
の
取
次
ぎ
を
担
当
し
て
い
4
注た
。
　
紹
巴
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
四
月
十
二
日
に
、
七
十
八
歳
で
死
去
し
て
い
る
が
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
四
月
十
二
日
に
は
、
紹
巴
の
二
十
五
回
忌
の
百
韻
を
玄
仲
が
な
し
て
い
る
。
そ
の
連
衆
と
し
て
、
玄
仲
、
玄
的
、
玄
陳
、
昌
俔
、
慶
純
、
宗
順
、
了
俱
、
友
継
、
能
舜
、
吉
真
、
宣
滋
、
能
吉
が
お
り
、
能
舜
（
八
句
出
句
）
と
執
筆
能
吉
（
一
句
出
句
）
の
名
が
見
え
5
注る
。
能
舜
は
、
北
野
宮
仕
の
中
で
、
紹
巴
没
後
も
里
村
家
と
ず
っ
と
つ
な
が
り
を
保
ち
、
特
に
連
歌
に
関
係
深
い
人
物
と
い
え
よ
う
。
　
能
順
自
身
は
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
九
月
十
九
日
、
江
守
是
屑
興
行
の
薄
何
連
歌
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
こ
で
昌
程
、
昌
陸
ら
里
村
家
の
連
歌
師
と
同
席
す
る
。
ま
た
、
年
次
不
明
（
こ
ち
ら
も
江
守
是
屑
興
行
で
、
是
屑
の
亡
く
な
る
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
四
月
二
十
日
以
前
と
な
る
）
な
が
ら
、
里
村
家
の
人
々
（
玄
陳
、
玄
心
、
仍
春
）
と
同
座
の
百
韻
が
あ
6
注る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
て
も
、
能
順
も
里
村
家
と
関
わ
り
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
た
だ
、
能
舜
が
里
村
家
関
連
の
連
歌
で
、
執
筆
を
し
な
く
な
っ
て
後
、
執
筆
の
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
能
円
で
あ
7
注り
、
能
順
が
さ
ら
に
そ
れ
以
降
に
、
同
様
に
受
け
継
い
で
い
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
後
に
『
聯
玉
集
』
に
は
、
　
　
　
　
紹
巴
百
年
忌
に
　
　
か
た
れ
世
を
お
も
ふ
古
声
反
魂
（
聯
玉
集
370
）
と
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
紹
巴
の
百
年
忌
の
発
句
が
あ
8
注る
。
宗
祇
没
年
が
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
で
、
両
者
の
没
年
が
百
年
間
隔
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
十
四
年
は
、
宗
祇
二
百
年
忌
と
紹
巴
百
年
忌
が
重
な
る
。
能
順
は
後
述
の
よ
う
に
宗
祇
二
百
年
忌
に
関
係
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
紹
巴
に
関
し
て
も
、
百
年
忌
を
意
識
し
、
連
歌
を
興
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
　
能
順
の
書
写
し
た
書
籍
や
手
紙
は
あ
ま
り
多
く
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宗
祇
連
歌
論
の
影
響
を
受
け
た
書
で
あ
る
『
能
順
師
北
山
之
9
注記
』（
作
者
不
明
）
を
写
し
て
い
る
。
こ
の
書
の
書
名
は
、
天
保
十
二
年
に
、
小
松
天
満
宮
蔵
の
能
順
真
筆
本
を
借
り
出
し
て
写
し
た
安
田
龍
山
が
、
能
順
作
の
書
と
誤
解
し
付
け
た
も
の
で
、
木
藤
才
蔵
氏
の
紹
介
に
な
る
『
歌
道
聞
書
』（
神
宮
文
庫
蔵
）
の
異
本
で
あ
る
。
巻
末
に
識
語
（「
寛
永
十
九
年
季
春
之
日
」）
は
あ
る
が
、
書
写
年
に
つ
い
て
は
不
明
と
み
て
お
く
（
寛
永
十
九
年
に
は
、
能
順
は
十
五
歳
で
あ
る
）。
木
藤
氏
は
、『
歌
道
聞
書
』
の
作
者
に
関
し
、
内
容
分
析
に
よ
り
慶
長
か
ら
元
和
頃
ま
で
活
躍
し
、
里
村
昌
琢
と
関
係
が
あ
り
、
北
野
奉
行
に
詳
し
い
と
こ
ろ
か
ら
北
野
に
関
心
の
あ
っ
た
人
か
と
推
定
さ
れ
、
紹
巴
に
関
す
る
部
分
は
当
人
か
そ
の
周
辺
の
人
々
か
ら
直
接
聞
い
た
節
が
あ
る
と
も
推
定
さ
三
れ
10
注た
。
能
順
の
父
能
舜
が
紹
巴
と
関
わ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
能
順
が
入
手
し
影
響
を
受
け
て
も
不
思
議
は
な
い
書
で
あ
ろ
う
。
　
『
能
順
師
北
山
之
記
』
に
は
、
連
歌
史
の
時
代
区
分
を
は
じ
め
『
角
田
川
』
が
幾
度
も
言
及
さ
れ
、「
祇
公
に
至
り
て
は
、
得
た
る
所
得
ぬ
所
な
く
、
す
へ
て
疵
な
き
玉
に
し
て
、
古
今
8
8
に
独
歩
8
8
せ
り
」「
あ
ら
ゆ
る
上
手
と
い
へ
る
は
、
皆
祇
公
の
風
に
思
ひ
を
く
た
き
、
中
に
も
よ
く
学
ぶ
人
を
、
上
手
名
人
と
は
い
ふ
な
る
へ
し
」「
祇
公
の
風
を
学
ぶ
者
は
、
あ
り
〳
〵
と
祇
公
を
以
、
今
日
の
師
と
す
る
な
る
へ
し
」
と
記
す
な
ど
、
宗
祇
礼
賛
の
趣
が
強
く
、
宗
祇
こ
そ
は
完
璧
な
連
歌
師
で
あ
る
と
し
、
宗
祇
を
学
ぶ
こ
と
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
『
角
田
川
』
の
文
言
の
う
ち
本
歌
の
取
り
方
、
本
歌
と
す
べ
き
範
囲
、
連
歌
に
お
け
る
源
氏
物
語
の
使
い
方
等
へ
の
質
問
に
答
え
た
能
順
の
返
答
書
『
就
御
尋
私
11
注考
』
も
、
小
松
天
満
宮
蔵
本
か
ら
書
写
さ
れ
て
『
能
順
師
北
山
之
記
』
と
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
小
松
天
満
宮
に
こ
う
し
た
本
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
『
角
田
川
』
の
影
響
力
の
強
さ
を
思
わ
せ
る
。
　
さ
て
、『
角
田
川
』
自
体
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
九
年
二
月
、
綿
抜
豊
昭
氏
に
よ
る
小
松
天
満
宮
連
歌
文
書
の
調
査
に
お
い
て
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
三
月
に
能
順
が
書
写
し
た
『
角
田
川
』
が
発
見
さ
れ
て
い
12
注る
。
能
順
が
今
枝
直
方
の
命
で
写
し
、
外
題
を
浅
井
政
右
が
記
し
た
書
で
あ
り
、
能
順
は
五
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
今
枝
直
方
は
加
賀
藩
家
老
、
浅
井
政
右
も
加
賀
藩
士
で
、
能
順
は
、
宝
永
元
年
八
月
九
日
〜
九
月
十
五
日
の
直
方
の
江
戸
往
還
の
際
の
連
歌
に
合
点
・
添
削
も
し
て
い
る
（『
東
北
道
13
注記
』）
し
、
政
右
と
能
順
は
連
歌
の
関
係
も
深
く
、
追
善
の
句
を
幾
度
も
詠
ん
で
い
る
。
能
順
の
加
賀
藩
武
士
関
係
の
交
友
文
化
圏
に
お
い
て
、
宗
祇
の
連
歌
論
の
影
響
が
う
か
が
え
る
一
例
と
い
え
よ
う
。
　
ま
た
、
能
順
は
『
老
葉
』
の
宗
祇
注
・
宗
長
注
を
所
持
し
、
元
禄
十
七
年
三
月
に
序
文
を
記
し
て
、
霜
梅
堂
か
ら
刊
行
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
能
順
は
既
に
七
十
七
歳
で
あ
り
、
北
野
の
年
預
を
退
き
（
元
禄
十
五
年
）、
養
孫
を
も
ら
い
北
野
で
の
跡
目
を
継
が
せ
る
許
可
を
得
よ
う
と
し
た
が
か
な
わ
ず
（
元
禄
十
六
年
）、
元
禄
十
六
年
五
月
か
ら
加
賀
小
松
に
滞
在
し
て
い
た
（
十
七
年
三
月
ま
で
に
京
に
戻
っ
た
か
は
不
明
）。
序
文
に
14
注は
、
昨
今
の
連
歌
界
の
衰
退
の
様
子
へ
の
慨
嘆
か
ら
は
じ
ま
り
、「
こ
ふ
人
の
有
候
ま
ゝ
に
所
持
の
両
注
を
あ
た
へ
侍
り
」
と
、
依
頼
さ
れ
る
ま
ま
自
分
が
所
持
す
る
宗
祇
・
宗
長
両
注
を
供
し
た
こ
と
、「
風
息
太
虚
動
樹
訓
之
」
と
い
う
よ
う
に
、「
時
う
つ
り
代
へ
た
ゝ
れ
り
と
い
へ
と
も
祇
公
の
風
を
つ
た
へ
む
と
も
か
ら
は
老
木
の
松
の
末
葉
ま
て
千
と
せ
の
色
か
へ
さ
ら
ん
も
の
か
」
と
、
宗
祇
の
句
風
を
伝
え
る
者
は
老
松
の
末
葉
の
ご
と
く
で
、
末
席
の
弟
子
に
至
る
ま
で
変
わ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
（
末
長
く
正
し
い
連
歌
の
道
を
会
得
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
）
こ
と
、
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
刊
記
に
よ
れ
ば
、「
能
順
自
書
之
本
写
之
」「
北
野
類
本
校
正
之
」
と
、
能
順
筆
本
を
北
野
天
満
宮
の
所
蔵
本
で
校
合
し
た
本
文
を
使
っ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
こ
の
本
に
関
し
、
宝
永
元
年
（
元
禄
十
七
年
三
月
十
三
日
に
改
四
元
）
六
月
二
十
八
日
の
半
八
郎
左
衛
門
宛
能
順
書
簡
で
は
、「
老
葉
集
両
註
本
板
行
出
来
、
御
求
被
成
候
哉
」「
常
々
御
見
習
可
被
成
﹇　
﹈
連
哥
稽
古
ノ
書
ニ
是
程
ノ
物
ハ
無
御
座
15
注候
」
と
強
く
推
奨
し
て
も
い
る
。
宗
祇
の
代
表
的
な
句
集
の
註
を
、
連
歌
学
習
者
の
座
右
の
書
と
み
な
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
能
順
の
宗
祇
連
歌
重
視
の
意
識
は
鮮
明
で
あ
る
。
　
宗
祇
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
時
期
不
明
で
あ
る
が
、『
聯
玉
集
』
に
、
次
の
よ
う
な
発
句
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
祇
公
筆
跡
開
ニ
　
　
524
身
こ
そ
露
き
え
ぬ
や
其
名
世
々
の
秋
こ
の
句
の
詠
句
事
情
が
う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
、
広
島
大
学
文
学
部
所
蔵
『
諸
状
集
』
二
に
、
次
の
よ
う
な
覚
書
が
あ
16
注る
。
　
　
我
等
求
候
宗
祇
筆
跡
如
此
ノ
物
ニ
候
、
無
類
成
物
ニ
而
候
、
冥
加
至
極
と
う
れ
し
く
候
、
老
後
一
物
ノ
望
も
無
之
候
得
共
、
是
斗
ハ
年
來
之
望
、
一
日
成
共
掛
物
ニ
し
て
見
申
度
願
申
候
處
ニ
相
叶
候
、
近
比
々
々
悅
事
ニ
而
候
、
以
上
、
　
　
　
　
手
向
の
心
ニ　
　
　
　
　
　
能
順
　
　
身
こ
そ
露
濯
ぬ
や
其
名
世
々
の
秋
　
こ
の
覚
書
は
、
荒
木
田
守
武
宛
宗
祇
書
状
二
通
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
宗
祇
書
状
二
通
は
い
ず
れ
も
年
未
詳
、
能
順
覚
え
も
年
月
日
未
詳
で
あ
り
、
い
つ
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
宗
祇
書
状
に
関
し
て
は
「
紙
質
そ
の
他
か
ら
宗
祇
の
も
の
と
す
る
に
は
疑
問
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
17
注る
。
し
か
し
、
覚
書
に
は
、
老
い
て
後
、
長
年
の
望
み
で
あ
っ
た
宗
祇
の
書
状
を
手
に
入
れ
、
掛
物
に
し
て
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
が
書
き
つ
け
ら
れ
、
宗
祇
の
筆
跡
を
掛
け
連
歌
会
を
開
い
た
能
順
の
、
老
境
に
至
っ
て
も
や
ま
な
い
宗
祇
追
慕
の
思
い
が
見
え
て
い
る
。
　
宗
祇
の
筆
跡
は
、
能
順
の
周
囲
に
多
く
流
通
し
て
い
た
よ
う
で
、『
聯
玉
集
』
に
は
、
こ
の
句
の
他
に
、
祇
公
筆
跡
開
の
際
の
発
句
が
そ
れ
ぞ
れ
に
季
節
を
違
え
て
四
句
見
え
、
う
ち
歌
番
号
196
番
の
句
は
「
松
原
一
息
の
許
に
て
祇
公
筆
跡
開
」
と
あ
り
、
宗
祇
筆
跡
を
賞
玩
す
る
催
し
が
各
所
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
宗
祇
の
発
句
を
宗
長
が
記
し
た
も
の
（
793
句
詞
書
「
祇
公
発
句
宗
長
筆
跡
開
」）
も
見
え
、
能
順
が
種
々
の
宗
祇
関
係
古
筆
披
露
の
連
歌
会
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
北
野
の
宮
仕
た
ち
も
、
宗
祇
の
筆
跡
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
『
宮
仕
記
録
』
の
貞
享
四
年
十
二
月
四
日
条
に
、「
能
通
ゟ
借
銀
之
質
物
ニ
被
入
置
候
宗
祇
ノ
筆
跡
見
せ
申
度
方
有
之
候
条
、
暫
之
間
か
り
申
度
旨
也
、
則
一
札
を
さ
せ
か
し
申
也
」
と
、
能
順
と
親
し
い
能
通
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
18
注る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
　
『
聯
玉
集
』
は
、
能
順
没
後
、
小
松
で
の
弟
子
歓
生
が
ま
と
め
た
集
で
、
歓
生
の
序
文
に
よ
れ
ば
、「
廿
と
せ
あ
ま
り
の
さ
き
よ
り
我
聞
集
る
か
き
り
の
発
句
を
梓
に
ち
り
は
め
て
」
お
り
、
能
順
五
十
代
以
降
の
加
賀
国
で
の
句
も
多
く
入
る
。
加
賀
に
お
い
て
も
、
宗
祇
の
句
関
連
の
古
筆
を
手
に
入
れ
賞
玩
す
る
傾
五
向
は
顕
著
で
、
能
順
が
そ
う
し
た
賞
玩
の
催
し
に
参
加
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
　
さ
ら
に
、
宗
祇
の
画
像
と
な
る
と
、
元
禄
四
年
夏
19
注に
小
松
に
お
い
20
注て
、
弟
子
歓
生
が
興
行
し
た
宗
祇
像
開
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
発
句
「
世
々
に
聞
名
も
い
や
高
し
郭
公
」
を
詠
ん
で
い
21
注る
。『
西
山
三
籟
22
注集
』
に
も
、
宗
祇
影
開
、
宗
祇
影
開
千
句
追
加
（
昌
察
）、
と
宗
祇
影
を
冠
し
た
催
し
も
見
え
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
宗
祇
の
作
品
の
み
な
ら
ず
、
墨
跡
、
画
像
と
、
宗
祇
を
追
慕
す
る
機
会
は
同
時
期
に
世
に
あ
り
、
能
順
に
関
し
て
い
え
ば
、
宗
祇
の
連
歌
、
連
歌
論
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
ら
の
宗
祇
関
係
資
料
の
鑑
賞
か
ら
宗
祇
を
称
揚
す
る
意
識
が
見
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
　
宗
祇
が
文
亀
二
年
の
七
月
三
十
日
に
亡
く
な
る
と
、
そ
の
死
を
悼
む
人
々
に
よ
り
、
忌
日
に
は
追
悼
の
行
事
が
営
ま
れ
た
。
三
条
西
実
隆
な
ど
多
く
の
人
々
が
、
毎
年
の
忌
日
に
し
ば
し
ば
連
歌
を
張
行
し
、
定
数
歌
を
詠
む
と
い
っ
た
こ
と
を
な
し
あ
っ
て
い
る
。
　
　
西
尺
教　
七
月
廿
九
日
宗
祇
一
回
に
実
隆
卿
す
す
め
侍
る
（『
碧
玉
集
』
1194
詞
書
）
　
　
廿
四
日
、
宗
長
法
師
勧
進
、
宗
祇
法
師
七
回
忌
、
品
経
和
歌
、
愚
亭
に
て
講
じ
侍
し　
無
量
義
経
題
雅
俊
卿　
講
師
元
長　
読
師
政
為
卿　
発
声
題
者
也
（『
再
昌
草
』
1508
詞
書
）
三
十
三
回
忌
に
は
千
句
連
歌
が
な
さ
れ
、
実
隆
に
は
発
句
が
所
望
さ
れ
た
。
　
　
　
 
宗
祇
法
師
三
十
三
回
忌
千
句
す
べ
し
と
て
、
堺
よ
り
宗
白
と
い
ふ
者
申
せ
し
、
発
句
七
月
十
日
書
遣
之
。
　
　
1444
秋
の
夜
の
な
が
き
を
夢
の
名
ご
り
か
な
（『
雪
玉
集
』）
五
十
回
忌
を
越
え
て
も
追
悼
行
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
、『
心
珠
詠
草
』
451
の
次
の
詞
書
を
見
て
も
わ
か
る
。
　
　
天
文
二
十
一
年
、
三
条
大
納
言
殿
御
旅
亭
に
て
、
宗
祇
法
師
月
忌
為
追
善
大
原
和
尚
林
際
寺
屈
請
し
給
て
（
後
略
）
能
順
の
生
き
た
時
代
に
お
い
て
、
宗
祇
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
　
能
順
の
生
存
中
、
宗
祇
の
重
要
な
年
忌
と
な
る
の
は
、
百
五
十
年
忌
と
二
百
年
忌
で
あ
る
。
百
五
十
年
忌
は
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
あ
た
る
が
、
『
連
歌
総
目
録
』
を
見
る
か
ぎ
り
、
忌
日
の
追
善
連
歌
は
現
存
し
て
い
な
い
。
二
百
年
忌
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
が
そ
の
年
と
な
る
が
、
例
え
ば
、
大
阪
天
満
宮
関
係
で
は
、『
西
山
三
籟
集
』
に
は
、
宗
祇
二
百
年
忌
万
句
に
際
し
て
の
発
句
（
宗
春
）、
同
じ
く
宗
祇
法
師
二
百
年
忌
千
句
の
句
（
昌
察
）
が
見
え
る
。
北
野
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
、
元
禄
十
四
年
の
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
、
宗
祇
二
百
年
遠
忌
の
千
句
を
能
東
が
執
行
し
て
六
い
23
注る
。
◯
元
禄
十
四
年
七
月　
（
年
預
能
吉
）
　
　
一
、
廿
六
日
晴
、
宗
祇
弐
百
年
遠
忌
之
千
句
、
能
東
坊
執
行
、
今
日
修
来
有
、
…
…
　
　
一
、
廿
七
日
晴
、
一
、
廿
八
日
晴
、
一
、
廿
九
日
晴
、
　
　
一
、
晦
日
晴
、
能
東
坊
千
句
満
座
也
、
し
か
し
、
そ
の
前
よ
り
北
野
学
堂
に
お
い
て
宗
祇
忌
日
の
連
歌
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
竹
内
秀
雄
氏
が
「
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
か
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、『
記
録
』
で
は
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
が
初
24
注見
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
宗
祇
忌
日
連
歌
会
に
関
し
て
考
え
て
み
た
い
。
　
宗
祇
の
忌
日
の
連
歌
会
は
、
北
野
天
満
宮
史
料
か
ら
『
宮
仕
記
録
』
を
た
ど
る
限
り
、
元
禄
十
一
年
ま
で
記
載
は
な
く
、
元
禄
十
二
年
の
宗
祇
命
日
に
、
能
順
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
◯
元
禄
十
二
年
七
月　
（
年
預
能
俔
）
　
　
（
二
十
九
日
）
　
　
一
、
於
学
堂
宗
祇
忌
日
会
能
順
坊
被
勤
之
、
さ
ら
に
、『
宮
仕
記
録
』
の
元
禄
十
二
年
以
後
、
能
順
死
去
の
年
、
宝
永
三
年
ま
で
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
◯
元
禄
十
三
年
七
月　
（
年
預
能
観
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
晩
雨
、
絵
馬
颪
事
同
断
、
宗
祇
弔
之
25
注会
学
堂
ニ
て
有
之
、
◯
元
禄
十
四
年
七
月　
 （
年
預
能
吉
）　
宗
祇
忌
日
の
会
の
記
載
な
し　
宗
祇
二
百
年
忌
◯
元
禄
十
五
年
七
月　
（
年
預
常
円
）　
宗
祇
忌
日
の
会
の
記
載
な
し
◯
元
禄
十
六
年
七
月　
（
年
預
能
養
・
月
番
随
林
・
月
番
能
玉
）
　
　
一
、（
廿
八
日
）
宗
祇
之
影
一
幅
能
作
ゟ
請
取
也
、
明
日
会
之
た
め
也
、
　
　
一
、
廿
九
日
晴
天
、
宗
祇
忌
日
之
会
有
之
、
連
衆
之
外
ニ
内
証
へ
年
預
与
四
人
被
参
、
一
汁
二
菜
ノ
夕
飯
、
酒
三
反
、
◯
元
禄
十
七
年
（
宝
永
元
年
）
七
月　
（
月
番
能
楽
・
能
林
・
随
林
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
宗
祇
忌
日
之
連
歌
、
於
学
堂
如
例
年
被
相
勤
也
、
◯
宝
永
二
年
七
月　
（
年
預
能
実
）
　
　
一
、
廿
八
日
晴
、
明
日
宗
祇
公
忌
日
会
於
学
堂
興
行
ニ
付
連
衆
中
へ
令
知
之
書
付
神
前
ニ
置
、
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
学
堂
会
宗
祇
公
忌
日
会
也
、
夕
飯
饗
之
、
連
衆
十
五
人
、
能
吟
・
随
信
・
能
業
先
年
為
執
筆
、
以
其
例
出
座
被
申
也
◯
宝
永
三
年
七
月　
（
年
預
能
観
）　
能
順
こ
の
年
十
一
月
小
松
に
て
死
去
　
　
廿
九
日
晴
、
祇
公
忌
日
之
会
連
哥
於
学
堂
有
之
、
夕
飯
年
預
ゟ
仕
出
也
、
発
句
能
作
執
筆
、
能
満
・
随
信
・
能
業
、
　
記
載
の
な
い
元
禄
十
四
年
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
宗
祇
二
百
年
遠
忌
に
際
し
て
の
千
句
興
行
が
同
時
期
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
ち
ら
が
、
忌
日
の
会
か
ら
拡
七
大
し
た
、
純
然
た
る
宗
祇
追
善
の
催
し
と
し
て
、
宮
仕
た
ち
に
は
意
識
さ
れ
、
忌
日
の
会
開
催
の
必
要
性
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
遠
忌
を
終
え
た
十
五
年
は
さ
ら
に
開
催
の
必
要
性
を
感
じ
な
く
と
も
不
思
議
は
な
い
だ
ろ
う
。
　
一
方
、
元
禄
十
五
年
は
、
天
神
八
百
年
忌
と
な
る
た
め
、
宮
仕
た
ち
は
、
そ
ち
ら
に
非
常
に
多
忙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
元
禄
十
三
年
か
ら
、
徐
々
に
遷
宮
の
準
備
を
は
じ
め
、
十
三
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
仮
遷
宮
、
十
四
年
三
月
十
八
日
か
ら
正
遷
宮
を
行
っ
て
い
る
。
連
歌
に
関
し
て
も
、
元
禄
十
四
年
九
月
か
ら
、
八
百
年
忌
の
万
句
を
計
画
、
題
を
配
り
（
宮
仕
記
録
同
年
九
月
二
十
八
日
条
）、
貴
顕
か
ら
発
句
を
も
ら
い
披
露
し
（
同
十
一
月
五
日
条
）、
十
一
月
二
十
三
日
や
十
二
月
十
二
日
に
、
万
句
を
興
行
し
は
じ
め
て
い
る
。
能
順
も
多
忙
で
、
天
神
八
百
年
忌
の
行
事
と
連
歌
を
こ
な
し
、
前
田
綱
紀
の
句
の
代
作
や
、
自
ら
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
。
前
田
綱
紀
は
、
元
禄
十
五
年
二
月
二
十
五
日
に
北
野
天
満
宮
に
太
刀
を
奉
納
し
て
お
り
、
三
月
二
十
四
日
に
は
、
北
野
社
内
陣
に
能
順
も
特
別
に
入
り
、
太
刀
を
納
め
る
（
宮
仕
記
録
同
日
条
）。
こ
う
し
た
大
役
を
果
た
し
、
こ
の
年
の
夏
か
ら
、
能
順
は
将
来
に
む
け
、
年
預
上
表
の
願
と
居
宅
新
築
の
願
を
だ
し
て
い
る
。
　
元
禄
十
五
年
は
、
能
順
に
と
っ
て
は
、
天
神
八
百
年
忌
と
い
う
天
満
宮
の
根
本
行
事
に
忙
殺
さ
れ
、
そ
の
後
、
年
預
を
や
め
ん
と
す
る
、
画
期
と
な
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
能
順
に
よ
る
宗
祇
忌
日
の
会
は
元
禄
十
二
年
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
前
年
、『
宮
仕
記
録
』
元
禄
十
一
年
八
月
五
日
条
に
　
　
一
、
宗
祇
公
絵
像
興
善
院
筆
能
順
坊
ゟ
学
堂
江
寄
進
、
此
讃
近（家
熙
）衛
右
府
様
へ
被
頼
上
、
則
祇
公
哥
発
句
共
以
被
遊
被
下
候
処
、（
後
略
）
と
、
能
順
が
学
堂
に
宗
祇
の
絵
像
を
寄
進
し
た
旨
が
見
え
る
。
こ
の
寄
進
絵
像
に
は
、
裏
書
が
あ
26
注る
。
　
　
画
図　
　
　
興
善
院
法
印良
勝
筆
　
　
詠
歌
発
句　
近
衛
右
大
臣
家
熙
公
御
筆
　
　
表
具
寄
進　
石
河
氏
正
顕
　
　
　
此
一
軸
者
、
貴
師
宗
祇
公
為
二
百
年
忌
　
　
　
追
福
、
令
千
句
連
歌
興
行
。
依
之
仰　
此
　
　
　
影
像
者
也
　
　
元
禄
十
一
寅
歳
七
月
廿
九
日　
修
竹
斎
能
順
（
花
押
）
　
　
　
　
　
学
堂
什
物
画
像
は
興
善
院
法
印
良
勝
筆
、
和
歌
・
発
句
は
近
衛
家
熙
筆
で
あ
り
、
学
堂
に
寄
進
さ
れ
記
録
さ
れ
る
約
一
週
間
前
、
ち
ょ
う
ど
宗
祇
の
忌
日
会
の
日
と
な
る
二
十
九
日
に
裏
書
が
な
さ
れ
て
い
る
。
裏
書
で
画
像
の
筆
者
と
さ
れ
る
興
善
院
良
勝
に
つ
い
て
は
、『
宮
仕
記
録
』
の
元
禄
十
五
年
五
月
二
十
四
日
条
に
名
が
八
見
え
27
注る
。
こ
の
記
事
で
は
、
御
縁
起
が
流
出
し
本
屋
横
井
長
兵
衛
に
板
行
さ
れ
て
い
た
件
に
つ
い
て
、
松
梅
院
か
ら
興
善
院
へ
事
情
が
聞
か
れ
、
そ
れ
に
よ
り
宮
仕
能
什
宅
に
即
日
良
勝
が
来
訪
し
、
縁
起
は
良
勝
師
匠
興
善
院
良
淳
が
以
前
宮
仕
能
愛
に
写
さ
せ
た
こ
と
を
説
明
し
、
親
本
の
所
持
者
と
し
て
横
流
し
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
絹
屋
庄
右
衛
門
に
つ
い
て
弁
護
し
て
い
る
。
興
善
院
（
良
淳
）
の
名
は
、
は
や
く
『
隔
蓂
記
』、『
江
岑
宗
左
茶
書
』
に
茶
会
の
亭
主
と
し
て
見
え
て
お
り
、
興
善
院
は
、
北
野
天
満
宮
の
東
側
、
広
大
な
松
梅
院
の
敷
地
の
す
ぐ
南
に
あ
っ
28
注た
。
能
順
は
、
良
勝
に
絵
を
依
頼
し
、
そ
の
賛
は
当
代
一
流
の
文
化
人
近
衛
家
熙
に
依
頼
、
と
人
脈
を
駆
使
し
、
学
堂
に
非
常
に
高
い
価
値
を
持
つ
絵
像
を
寄
贈
し
え
た
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
、
元
禄
十
一
年
に
宗
祇
忌
の
関
係
行
事
は
あ
る
か
と
み
る
と
、
能
順
筆
の
『
元
禄
十
一
年
宗
祇
忌
懐
旧
百
韻
』
が
小
松
天
満
宮
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
「
元
禄
十
一
年
七
月
晦
日　
宗
祇
法
師
忌
月
会
始
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
発
句
能
順
（「
朝
顔
の
残
る
や
人
の
世
々
の
秋
」）、
脇
能
東
、
第
三
能
也
と
続
き
、
連
衆
二
十
七
人
に
よ
り
、
北
野
学
堂
で
張
行
さ
れ
て
い
る
と
い
29
注う
。
ま
た
、『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』（
小
松
天
満
宮
蔵
）
に
も
、「
宗
祇
法
師
月
次
会
始
」
と
し
て
、
元
禄
十
一
年
の
項
に
発
句
「
朝
か
ほ
の
残
る
や
人
の
世
々
の
秋
」
が
見
え
30
注る
。『
聯
玉
集
』
613
に
は
、「
祇
公
忌
日
月
次
の
会
初
ニ
」
の
詞
書
で
入
る
。
一
般
に
、
価
値
の
高
い
宗
祇
画
像
を
手
に
入
れ
た
ら
、
祝
意
を
込
め
た
記
念
の
連
歌
を
画
像
の
前
で
行
う
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。『
元
禄
十
一
年
宗
祇
忌
懐
旧
百
韻
』
に
依
る
な
ら
ば
、
宗
祇
絵
像
の
学
堂
寄
進
と
同
時
に
、
宗
祇
忌
日
会
と
し
て
よ
い
催
し
が
な
さ
れ
は
じ
め
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
た
だ
、
能
順
の
宗
祇
絵
像
裏
書
は
、
絵
像
寄
進
の
本
来
の
目
的
を
、
宗
祇
二
百
年
忌
の
追
福
千
句
連
歌
と
し
て
い
る
。『
宮
仕
記
録
』
で
は
、
元
禄
十
四
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
に
、
取
り
仕
切
っ
た
の
は
能
順
で
は
な
く
能
東
で
、
確
か
に
宗
祇
二
百
年
忌
千
句
が
張
行
さ
れ
て
い
た
。
　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
藤
本
文
庫
所
蔵
『
北
野
千
句　
待
か
ひ
千
句
』
（096.8
／126
）
に
入
る
『
北
野
千
句
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
千
句
の
第
一
百
韻
の
開
始
の
丁
の
表
は
、
　
　
　
　
宗
祇
追
善 
　
　
　
能
順
　
　
名
高
し
や
仰
け
は
空
に
秋
の
月
と
始
ま
り
、
脇
は
能
東
、
第
三
は
能
愛
で
、
十
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
百
韻
の
一
丁
前
に
は
　
　
宗
祇
二
百
年
追
善
　
　
　
　
　
元
禄
十
四
年
七
月
廿
六
日
と
の
み
、
丁
の
左
端
の
方
に
寄
せ
て
小
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
第
十
百
韻
は
、
発
句
「
月
は
山
ひ
か
り
に
残
る
里
も
な
し
」（
能
東
）、
脇
能
貨
、
第
三
能
順
で
、
百
韻
の
後
に
「
以
上
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
千
句
の
最
終
丁
の
次
の
丁
に
は
、
九
　
　
同
追
善
　
　
　
此
次
に
能
東
巻
頭
発
句
ニ
て
又
千
句
有
　
　
　
其
発
句
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
東
　
　
　
　
朝
顏
の
盛
ハ
人
の
を
し
へ
哉
　
　
　
巻
軸
ハ
能
順
也
其
発
句
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
順
　
　
　
世
〻
を
ふ
る
玉
の
光
や
菊
の
露
と
あ
31
注る
。
こ
れ
ら
記
述
は
す
べ
て
同
筆
と
思
わ
れ
、
末
尾
の
記
述
は
、
第
一
百
韻
発
句
が
能
東
で
あ
る
別
の
千
句
が
、
次
の
千
句
と
し
て
、
藤
本
文
庫
本
の
親
本
に
は
写
さ
れ
て
い
た
と
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
千
句
の
第
一
百
韻
発
句
は
「
朝
顏
の
盛
は
人
の
を
し
へ
哉
」、
第
十
百
韻
の
発
句
は
能
順
「
夜
々
を
ふ
る
玉
の
光
や
菊
の
露
」
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
能
順
の
発
句
は
、
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
499
に
も
、
次
の
よ
う
に
入
32
注り
、
　
　
　
　
祇
公
二
百
年　
千
句
巻
軸
　
　
世
々
を
ふ
る
玉
の
光
や
菊
の
露
『
聯
玉
集
』
732
に
は
　
　
　
　
元
禄
十
四
巳
天
七
月
廿
九
日
は
、
祇
公
二
百
年
忌
　
　
　
　
手
向
の
千
句
に
　
　
世
々
に
経
る
玉
の
光
や
菊
の
露
と
し
て
収
め
ら
れ
た
。
　
『
宮
仕
記
録
』
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
能
順
と
能
東
と
が
そ
れ
ぞ
れ
対
等
な
出
句
位
置
に
た
つ
千
句
が
、
二
度
行
わ
れ
て
い
た
と
見
え
る
。
　
し
か
し
、
五
日
間
の
う
ち
に
、
主
た
る
出
句
者
が
重
な
る
二
度
の
千
句
を
張
行
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
そ
も
そ
も
絵
像
の
寄
進
か
ら
、
能
東
に
よ
る
宗
祇
二
百
年
遠
忌
千
句
ま
で
は
、
千
句
の
た
め
の
寄
進
と
い
う
の
に
は
、
時
が
経
ち
す
ぎ
て
い
よ
う
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
福
井
久
蔵
氏
に
よ
り
『
連
歌
の
史
的
研
究 
後
編
』
に
『
元
禄
十
一
年
七
月
十
五
日
千
句
』（
所
在
記
さ
ず
）
と
し
て
「
名
高
し
や
」
の
千
句
が
既
に
記
さ
れ
て
お
33
注り
、
ま
た
小
松
天
満
宮
蔵
『
元
禄
十
一
年 
北
野
千
句
』
に
は
「
元
禄
十
一
年
七
月
興
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
っ
34
注た
。
他
に
も
「
元
禄
十
一
年
三
月
十
五
日
」
の
興
行
と
す
る
も
の
が
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
連
歌
合
集
本
『
祇
師
懐
旧
千
句
集
』、
明
星
大
学
本
『
宗
祇
二
百
回
忌
追
善
千
句
連
歌
』）。
さ
ら
に
、「
名
高
し
や
」
の
千
句
に
は
、
宮
仕
能
愛
が
参
加
し
て
い
る
が
、
能
愛
は
元
禄
十
二
年
三
月
廿
九
日
に
、
関
東
で
死
ん
で
い
る
（『
宮
仕
記
録
』
同
年
四
月
七
日
35
注条
）。
そ
れ
ゆ
え
、
能
順
が
第
一
百
韻
の
発
句
「
名
高
し
や
」
を
な
す
第
一
の
千
句
を
、
小
松
天
満
宮
本
を
尊
重
す
れ
ば
元
禄
十
一
年
七
月
に
、
宗
祇
画
像
の
制
作
と
共
に
能
順
主
導
で
行
い
画
像
寄
付
を
な
し
、
元
禄
十
四
年
に
は
、
改
め
て
能
東
が
第
一
百
韻
の
発
句
「
朝
顔
の
」
を
な
す
第
二
の
千
句
を
行
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
能
順
は
、
前
年
元
禄
十
年
に
、
病
気
の
年
預
随
吟
の
代
わ
り
に
年
預
に
な
る
一
〇
こ
と
を
固
辞
し
、
ま
た
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
、
催
促
さ
れ
て
も
小
松
か
ら
帰
京
せ
ず
に
お
り
、
北
野
側
は
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
う
し
た
宗
祇
顕
彰
の
行
動
に
つ
な
が
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
能
順
は
、
は
や
く
も
元
禄
十
一
年
に
、
宗
祇
絵
像
の
製
作
依
頼
と
北
野
へ
の
寄
付
、
宗
祇
二
百
年
忌
千
句
の
張
行
、
宗
祇
忌
日
の
会
の
百
韻
連
歌
と
、
集
中
的
に
宗
祇
追
慕
の
行
事
を
行
な
い
、
翌
年
の
北
野
天
満
宮
で
の
宗
祇
忌
日
の
会
の
開
催
も
、
継
続
し
て
積
極
的
に
な
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
五
　
能
順
は
、
元
禄
十
五
年
に
、
北
野
天
満
宮
の
年
預
を
や
め
、
北
野
天
満
宮
か
ら
引
退
状
態
に
な
る
が
、
そ
の
際
、「
前
預
法
橋
能
順
寄
附
証
文
」（
北
野
光
乗
坊
文
書
・
貴
40－
1－
147
）
を
書
く
。
元
禄
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
付
の
「
学
堂
寄
附
之
覚
」
で
あ
る
が
、
末
尾
に
次
の
よ
う
な
一
条
が
あ
36
注る
。
　
　
　
一　
宗
祇
法
師
七
月
廿
九
日
忌
日
之
会
料
雖
為
些
少
　
　
　
　
　
白
銀
弐
百
目
令
寄
附
訖
会
席
一
汁
一
菜
之
麁
飯
　
　
　
　
　
勿
論
可
為
禁
酒
者
也　
永
代
於
学
堂
無
懈
怠
可
被
　
　
　
　
　
執
行
者
乎
仍
寄
附
之
状
如
件
こ
の
覚
書
の
内
容
は
、
元
禄
十
六
年
四
月
十
八
日
付
で
再
度
書
か
れ
た
「
前
預
法
橋
能
順
書
状
」（
北
野
光
乗
坊
文
書　
貴
40－
1－
148
）
の
も
の
が
、
宮
仕
記
録
の
宝
永
元
年
十
月
二
十
日
条
に
あ
ら
た
め
て
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
一
、
廿
日
晴
、
　
　
能
順
坊
ゟ
学
堂
へ
之
書
付
壱
通
能
玉
持
参
也
、
先
師
宗
祇
法
師
忌
日
七
月
晦
日
之
会
於
学
堂
可
有
執
行
、
志
之
衆
中
各
可
為
出
席
、
会
席
之
法
一
汁
コ
マ
〳
　〵
二
菜
に
物
あ
へ
物　
か
う
の
物　
た
う
ふ
な
す
ひ
さ
ゝ
け
等
可
被
用
、
尤
可
為
禁
酒
、
雖
為
此（些）少
為
会
料
白
銀
弐
百
目
令
寄
附
畢
、
　
　
永
代
不
可
有
懈
怠
者
乎
、
已
上
、
　
　
　
　
元
禄
十
六
癸
　
未
年
四
月
十
八
日　
　
　
　
　
前
預
法
橋
能
順　
在
判
寄
附
に
際
し
て
の
書
状
に
は
、
学
堂
で
の
宗
祇
忌
日
会
を
執
り
行
い
、
志
あ
る
者
は
出
席
す
る
こ
と
、
今
後
ず
っ
と
会
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
ど
厳
し
く
細
か
く
言
い
置
い
て
お
り
、
寄
付
の
動
機
で
あ
る
能
順
の
強
い
希
望
が
う
か
が
え
る
。
　
能
順
の
希
望
は
別
と
し
て
、
宗
祇
二
百
年
忌
の
千
句
が
済
ん
だ
こ
と
で
、
他
の
宮
仕
た
ち
の
意
識
は
、
宗
祇
忌
日
の
会
か
ら
離
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
金
銭
的
な
必
要
性
の
観
点
か
ら
も
、
能
順
の
寄
付
は
存
続
の
後
押
し
を
す
る
、
必
要
な
措
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
に
関
し
て
、
元
禄
十
六
年
の
四
月
か
ら
七
月
の
『
宮
仕
記
録
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
た
。
◯
元
禄
十
六
年
四
月
一
一
　
　
（
稿
者
注
十
九
日
）
　
　
一
、
常
久
入
来
、
能
順
坊
廿
二
三
日
ノ
比
賀
州
へ
罷
下
り
被
申
候
と
の
事
也
、
◯
元
禄
十
六
年
五
月
　
　
一
、
廿
五
日
晴
、
能
作
加
州
へ
下
向
之
事
目
代
へ
以
能
辰
申
遣
ス
、
◯
元
禄
十
六
年
六
月
　
　
一
、
晦
日
晴
、
能
泉
坊
入
来
、
先
日
内
意
申
通
学
堂
ノ
勝
手
借
り
申
潔
斎
勤
申
度
由
、
依
之
常
祝
ヲ
遣
し
相
渡
ス
、
能
順
坊
道
具
等
少
々
有
之
ニ
付
右
之
届
ケ
ノ
タ
メ
能
二
へ
常
祝
申
入
ル
也
、
尤
道
具
有
之
所
ニ
者
錠
有
之
、
◯
元
禄
十
六
年
七
月
　
　
（
稿
者
注
四
日
）
　
　
一
、
能
作
昨
日
賀
州
ゟ
罷
帰
り
候
断
、
　
　
（
稿
者
注
二
十
八
日
、
二
十
九
日
は
第
四
章
に
既
に
掲
出
、
乞
参
照
）
前
年
十
二
月
に
覚
書
が
つ
く
ら
れ
た
寄
付
計
画
が
、
元
禄
十
六
年
四
月
に
提
出
さ
れ
る
（
六
に
後
述
）
が
、
能
順
は
、
元
禄
十
六
年
の
四
月
十
九
日
に
、
二
十
二
日
か
三
日
に
加
賀
に
下
向
す
る
と
、
常
久
を
介
し
て
知
ら
せ
て
き
て
お
り
、
書
付
は
下
向
前
に
渡
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
宮
仕
た
ち
が
寄
合
で
書
付
を
検
討
す
る
の
は
能
順
が
小
松
に
向
か
っ
た
後
と
な
り
、
こ
の
年
の
五
月
二
十
五
日
に
は
能
作
が
加
州
に
向
か
い
、
七
月
四
日
に
京
都
に
戻
っ
て
い
る
か
ら
、
能
作
を
介
し
て
の
情
報
の
伝
達
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
六
月
三
十
日
の
記
述
か
ら
は
、
小
松
在
住
の
能
順
の
道
具
が
学
堂
内
の
錠
を
か
け
た
場
所
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
彼
が
ま
だ
学
堂
に
足
が
か
り
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
よ
う
。
　
七
月
二
十
八
日
に
は
、
天
満
宮
側
は
、
能
作
か
ら
、
翌
日
の
宗
祇
忌
日
の
会
の
た
め
に
、
宗
祇
の
影
一
幅
を
受
け
取
37
注り
、
二
十
九
日
に
宗
祇
忌
日
会
が
行
わ
れ
る
。
こ
こ
に
も
、
宗
祇
影
と
い
う
形
で
の
能
順
か
ら
の
強
い
後
押
し
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
元
禄
十
六
年
の
会
は
、
年
預
が
出
席
し
、
ま
た
会
の
後
の
会
食
の
内
容
も
記
さ
れ
、
能
順
の
寄
付
覚
書
が
力
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
六
　
「
学
堂
寄
附
之
覚
」
が
入
っ
た
「
前
預
法
橋
能
順
寄
附
証
文
」
に
は
、
宗
祇
忌
日
会
へ
の
寄
付
以
外
に
、
次
の
六
点
の
宝
物
も
記
さ
れ
て
い
た
。
　
　
一
東
照
権
現
様
御
夢
想
一
軸　
増
上
寺
善
光
観
智
国
師
筆
　
　
一
台
徳
院
様
御
内
書
一
軸
　
　
一
同
御
夢
想
懐
紙
一
軸　
能
順
求
之
其
趣
在
奥
書
　
　
一
橘
之
硯
文
台
一
具　
硯
箱
底
ニ
山
中
山
城
守
殿
有
目
録
一
二
　
　
右
者
亡
父
能
舜
所
持
之
物
也
若
能
舜
子
孫
之
者
依
為
家
為
　
　
身
及
断
候
者
子
細
被
聞
届
御
貸
可
給
候
　
　
一
従　
仙
洞
様
奉
拝
領
梅
花
硯
一
面　
袋
箱
等
有
之
　
　
　
同
記
一
軸　
勘
解
由
小
路
三
位
韶
光
卿　
御
自
筆
こ
の
う
ち
梅
花
硯
と
硯
記
に
は
、
能
順
が
所
持
し
、
死
後
に
能
作
か
ら
受
け
と
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
同
日
付
の
能
順
の
別
紙
依
頼
が
あ
っ
38
注た
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
に
『
宮
仕
記
録
』
宝
永
元
年
十
月
二
十
日
に
宗
祇
忌
日
の
会
の
部
分
を
引
用
さ
れ
て
い
た
元
禄
十
六
年
四
月
十
八
日
付
「
前
預
法
橋
能
順
書
状
」
で
は
、
前
の
四
品
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
こ
こ
に
書
か
れ
た
四
品
は
、『
宮
仕
記
録
』
の
宝
永
元
年
十
月
十
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
　
　
一
、
十
四
日
半
陰
雨
少
、
能
作
入
来
、
能
春
（
マ
マ
）家
ニ
伝
来
之
四
品
中
間
へ
預
ケ
置
候
条
之
書
付
、
能
順
坊
ゟ
壱
通
、
右
四
品
ニ
相
添
持
参
也
、
則
文
庫
へ
能
林
・
随
林
致
吟
味
納
被
入
也
、
能
順
坊
ゟ
之
書
付
、
　
　
　
一
、　　
四
品
覚
　
　
一
、
権（徳
川
家
康
）
現
様
御
夢
想
并
御
脇
増
上
寺
方
丈
普
光
国
師
手
跡
筥
ニ
入
也
　
　
一
、
台（徳
川
秀
忠
）
徳
院
様
御
内
書
壱
通
、
　
　
一
、
台
徳
院
様
御
夢
想
御
懐
帋
一
巻
小
筥
ニ
入
、
　
　
一
、
□
（
橘
カ
）之
硯
文
台
筥
入
、
と
、
能
作
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
て
、
文
庫
に
運
び
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
能
順
は
加
賀
小
松
に
お
り
、
寄
附
の
品
の
能
舜
子
孫
へ
の
貸
し
出
し
に
関
す
る
十
一
月
二
十
六
日
の
寄
合
で
の
検
討
の
結
果
は
「
此
旨
常
久
ゟ
加
州
能
順
坊
へ
可
申
遣
と
也
」
と
さ
れ
て
い
る
。
能
順
の
最
晩
年
に
は
、
加
賀
と
往
還
し
北
野
か
ら
の
連
絡
を
能
順
に
伝
え
る
役
割
は
、
能
作
、
常
久
が
に
な
っ
て
い
39
注た
。
　
亡
父
所
蔵
の
宝
物
の
寄
付
と
同
時
に
さ
れ
た
宗
祇
忌
日
の
会
へ
の
寄
付
は
、
こ
う
し
た
書
状
の
受
け
渡
し
や
扱
い
か
ら
、
能
順
の
北
野
に
お
け
る
最
終
的
な
身
辺
整
理
の
一
環
で
あ
っ
た
と
わ
か
り
、
能
順
の
意
識
の
中
で
の
、
宗
祇
忌
日
の
会
の
存
続
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
後
の
『
宮
仕
記
録
』
か
ら
も
、
宝
永
二
年
六
月
六
日
に
、
　
　
一
、
台（徳
川
秀
忠
）
徳
院
様
御
書
并
御
夢
想
之
詠
草
表
具
仕
直
度
旨
能
順
坊
ゟ
申
来
り
能
作
へ
相
渡
ス
也
、
と
、
能
順
か
ら
能
作
を
介
し
て
表
具
直
し
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
寄
付
の
後
も
父
能
舜
伝
来
の
品
へ
の
配
慮
を
怠
ら
な
い
。
こ
う
し
た
配
慮
は
、
北
野
天
満
宮
と
の
間
を
つ
な
ぎ
、
宗
祇
忌
日
の
会
を
存
続
さ
せ
る
側
面
か
ら
の
力
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
七
　
能
順
亡
き
後
、
こ
の
宗
祇
忌
の
連
歌
会
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
宮
仕
記
録
』
を
追
っ
て
い
く
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
一
三
◯
宝
永
四
年
七
月
（
月
番 
随
林
同　
 
能
玉
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
一
、
於
学
堂
如
例　
宗
紙
公
忌
日
之
会
連
歌
有
之
、
◯
宝
永
五
年
七
月
（
月
番 
能
什
同　
 
能
範
）
　
　
一
廿
九
日
晴
、
宗
祇
公
忌
日
会
有
之
、
当
人
随
珎
夕
飯
者
年
預
宅
ニ
而
已
後
勤
之
筈
也
◯
宝
永
六
年
七
月　
宗
祇
忌
日
の
会
の
記
載
な
し
◯
宝
永
七
年
七
月
（
年
預
能
観　
月
番 
能
林
随
林
）
　
　
一
、
宗
祇
公
忌
月
之
会
如
例
年
之
於
学
堂
一
二
付
之
連
哥
興
行
、
各
会
合
也
、
◯
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
七
月　
（
年
預
常
円
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
宗
祇
公
忌
日
会
有
之
、
当
人
常
能
非
時
学
堂
ニ
而
有
之
也
、
◯
正
徳
二
年
七
月　
（
年
預
能
知
）
　
　
廿
六
日
　
　
一
、
今
日
宗
祇
忌
日
之
会
有
之
也
、
廿
九
日
児
成
故
今
日
ニ
成
也
、
◯
正
徳
三
年
七
月　
（
年
預
能
諷
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
学
堂
連
哥
宗
祇
公
忌
日
会
如
例
年
、
◯
正
徳
四
年
七
月　
（
年
預
常
久
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
祇
公
忌
日
之
会
有
之
、
当
人
能
二
也
、
当
年
ゟ
能
山
・
能
音
・
能
吟
・
随
円
・
常
覚
・
常
祐
・
随
員
加
入
之
処
、
一
順
之
次
第
者
随
信
・
能
業
ゟ
上
座
之
衆
雖
為
加
入
、
右
両
人
者
能
順
坊
御
存
候
故（衆）之
中
ゟ
勤
被
来
候
、
其
上
依
由
緒
有
、
明
年
者
随
信
発
句
、
明
々
年
者
能
業
発
句
被
致
、
其
後
座
次
ニ
一
順
可
巡
究
也
◯
正
徳
五
年
七
月　
（
年
預
能
徳
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、（
中
略
）
　
　
一
、
同
日
、
宗
祇
忌
日
之
会
有
也
、
瑞
俊
今
日
之
会
へ
加
入
之
由
断
り
有
也
、
◯
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
七
月　
（
年
預
能
育
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
祇
公
忌
日
之
連
歌
於
学
堂
有
之
、
連
衆
之
内
能
貨
・
能
二
・
随
信
隙
入
也
、
当
人
能
業
、
執
筆
能
祐
、
祇
公
前
ニ
霊
供
、
能
順
坊
前
ニ
霊
供
備
也
、
い
つ
も
菓
子
被
供
候
所
ニ
、
当
年
ゟ
霊
供
致
（
マ
マ
）可
致
旨
相
極
也
、
右
連
歌
ニ
付
年
預
頭
能
育
坊
呼
可
然
旨
也
、
其
故
者
今
日
連
歌
之
儀
年
預
ゟ
引
請
相
務
候
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
向
後
連
衆
ニ
而
雖
無
之
年
預
頭
参
会
之
様
致
し
可
然
旨
也
、
◯
享
保
二
年
七
月　
（
年
預
能
慶
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
　
　
一
、
祇
公
忌
日
之
会
於
学
堂
有
之
、
非
時
如
例
年
、
順（能
順
）師
へ
も
霊
供
備
也
、
当
年
教
能
加
入
、
執
筆
紹
真
、
能
祐
病
気
、
当
人
能
山
茂
病
気
也
、
◯
享
保
三
年
七
月　
（
年
預
能
覚
）
　
　
廿
九
日
晴
、
於
学
堂
宗（飯
尾
）祇
忌
日
会
有
之
、
能
養
・
幸
世
加
入
但
幸
世
ゟ
酒
三
升
持
参
也
、
（
祇
）
一
四
非
時
如
例
、
◯
享
保
四
年
七
月
（
年
預
月
役 
能
貨
能
音
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
一
、
宗
祇
公
正
忌
日
之
連
哥
於
学
堂
ニ
興
行
有
之
、
如
毎
例
之
非
時
出
ル
、
連
衆
ゟ
香
奠
被
指
上
、
年
預
江
請
取
、
今
日
之
雑
用
ニ
遣
、
不
足
之
処
年
預
ゟ
出
ス
也
、
香
奠
銀
合
■七
拾
七
匁
七
分
有
之
也
、
◯
享
保
五
年
七
月
（
年
預
月
番 
能
山
能
玉
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
　
　
一
、
於
学
堂
如
例
年
宗
祇
公
忌
日
之
連
歌
有
之
、
当
人
随
円
、
非
時
如
例
有
之
、
連
衆
ゟ
各
壱
銭
目
宛
為
香
奠
持
参
也
、
◯
享
保
六
年
七
月
（
月
番
　
常
能
　
随
秀
）
　
　
一
、
廿
九
日
晴
、
宗
祇
法
師
忌
日
例
之
通
於
学
堂
連
歌
興
行
、
非
時
年
預
ゟ
出
ス
、
当
人
常
覚
香
奠
拾
七
匁
有
之
、
記
録
を
見
て
い
く
と
、
能
順
の
生
前
か
ら
の
会
参
加
者
に
よ
る
発
句
の
出
句
順
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
正
徳
四
年
に
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
よ
り
も
上
座
の
新
た
な
参
加
者
が
加
わ
る
。
年
預
が
常
久
で
あ
っ
た
こ
と
も
追
い
風
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
正
徳
五
年
に
も
会
の
参
加
者
が
増
え
た
。
能
順
の
十
回
忌
を
す
ぎ
た
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
は
、
宗
祇
に
加
え
、
能
順
に
も
霊
供
を
備
え
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
年
預
頭
が
参
会
す
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
こ
こ
で
宗
祇
忌
日
の
会
は
、
年
預
の
開
催
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
確
認
さ
れ
、
能
順
の
支
え
た
会
と
い
う
形
式
を
脱
し
て
、
新
た
な
段
階
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
享
保
四
年
の
記
録
に
は
連
衆
が
年
預
へ
香
奠
を
出
し
、
会
の
雑
務
に
当
て
る
形
式
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
形
式
が
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
享
保
七
年
以
降
も
、
宗
祇
忌
日
の
会
は
同
様
に
開
催
さ
れ
、
年
預
が
夕
飯
を
出
し
、
費
用
は
連
衆
か
ら
の
香
奠
で
運
営
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
八
　
能
順
の
宗
祇
に
対
す
る
敬
意
と
思
慕
は
、
能
順
の
七
十
代
以
降
、
北
野
に
宗
祇
忌
日
の
会
を
生
み
、『
愚
句
老
葉
』
の
出
版
を
生
ん
だ
。
さ
ら
に
、
能
順
は
、
七
十
九
歳
時
に
、
小
松
に
お
い
て
　
　
　
　
 
老
後
七
十
九
、
七
月
廿
九
日
歓
生
方
へ
罷
て
祇
公
独
吟
の
発
句
、
か
き
り
さ
へ
似
た
る
花
な
き
桜
哉
、
此
句
を
お
も
ひ
出
て
忌
日
な
れ
は
手
向
侍
る
　
　
220
言
の
葉
の
花
に
は
似
た
る
は
な
も
な
し
と
、
詠
ん
で
い
た
（『
聯
玉
集
』
春
部
）。「
限
り
さ
へ
似
た
る
花
な
き
桜
か
な
」
は
、
宗
祇
の
七
十
九
歳
の
時
の
、
名
作
と
し
て
名
高
い
「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
発
句
で
、
小
松
天
満
宮
に
も
巻
子
仕
立
て
の
古
写
本
が
存
し
て
い
40
注る
。
220
番
句
は
、
宗
祇
と
同
じ
年
齢
を
迎
え
、
あ
え
て
こ
の
句
か
ら
手
向
け
の
句
を
詠
ん
だ
能
順
の
、
自
ら
と
宗
祇
を
重
ね
合
わ
せ
た
心
情
が
う
か
が
え
る
。
宗
祇
の
こ
の
百
韻
の
発
句
も
ま
た
、
最
晩
年
の
能
順
に
強
い
感
銘
を
与
一
五
え
て
い
た
と
思
わ
れ
よ
う
。
能
順
は
こ
の
年
十
一
月
二
十
八
日
に
没
し
て
お
り
、
七
月
二
十
九
日
は
彼
の
生
前
最
後
の
宗
祇
忌
日
に
な
っ
た
。
　
能
順
が
生
き
た
時
代
は
、
一
般
に
、
連
歌
が
勢
い
を
失
っ
て
い
き
、
俳
諧
に
そ
の
座
を
譲
っ
て
い
く
時
期
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
41
注い
。『
連
歌
総
目
録
』
も
、
型
式
上
は
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
以
前
の
連
歌
作
品
資
料
の
内
容
掲
出
と
定
め
、
そ
れ
以
降
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
能
順
年
譜
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
元
禄
十
四
年
の
宗
祇
二
百
年
忌
を
意
識
し
た
こ
と
で
、
能
順
は
精
力
的
に
宗
祇
連
歌
の
聖
典
（
カ
ノ
ン
）
化
を
お
し
す
す
め
て
い
く
。
彼
の
人
生
に
お
い
て
、
老
境
に
至
る
ほ
ど
宗
祇
顕
彰
の
姿
勢
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
文
学
史
的
に
見
れ
ば
、
宗
祇
連
歌
や
宗
祇
像
、
宗
祇
の
言
説
が
江
戸
時
代
に
再
生
し
て
い
く
、
一
つ
の
確
か
な
流
れ
で
は
な
い
か
。
徒
然
草
と
作
者
兼
好
法
師
の
像
が
江
戸
時
代
に
再
生
す
る
形
に
も
似
た
も
の
と
考
え
る
。
連
歌
師
宗
祇
が
、
鑑
賞
・
享
受
さ
れ
、
江
戸
に
再
生
さ
れ
て
い
く
重
要
な
ラ
イ
ン
と
し
て
、
能
順
の
事
跡
を
考
え
た
い
。
例
え
ば
、『
能
順
師
北
山
之
記
』
が
、
い
み
じ
く
も
宗
祇
を
連
歌
の
「
当
世
」
と
述
べ
、「
宗
祇
公
の
風
を
学
ぶ
者
は
、
あ
り
〳
〵
と
宗
祇
を
以
、
今
日
の
師
と
す
る
な
る
へ
し
。
是
当
世
8
8
8
の
い
は
れ
な
り
。」
と
説
明
す
る
よ
う
に
、
能
順
の
重
視
し
た
宗
祇
は
、
江
戸
期
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
直
接
の
師
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
宗
祇
を
代
表
者
と
み
て
、
中
世
連
歌
の
再
評
価
、
再
提
示
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
連
歌
の
近
世
期
に
お
け
る
再
生
の
形
で
あ
る
。
江
戸
期
に
天
満
宮
そ
の
他
で
行
わ
れ
る
連
歌
の
大
規
模
な
叢
書
集
成
の
営
み
は
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
の
延
長
線
上
に
考
え
ら
れ
る
。
近
世
連
歌
の
生
命
力
は
、
中
世
連
歌
の
聖
典
化
と
い
う
発
想
に
よ
っ
て
も
、
火
を
と
も
さ
れ
持
続
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
注
　
和
歌
の
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観CD
-RO
M
』『
私
家
集
大
成CD
-RO
M
』
に
よ
り
、
読
解
の
便
の
た
め
表
記
を
改
め
た
部
分
が
あ
る
。
　
北
野
天
満
宮
宮
仕
記
録
の
引
用
は
、
断
ら
な
い
限
り
『
北
野
天
満
宮
史
料
』
（
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
）
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
て
い
る
。
　
　
元
禄
元
年
十
二
月
〜
元
禄
七
年
十
一
月
…
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
一
』（
一
九
九
六
）
　
　
元
禄
七
年
十
二
月
〜
元
禄
十
四
年
十
一
月
…
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
二
』（
一
九
九
七
）
　
　
元
禄
十
四
年
十
二
月
〜
宝
永
四
年
十
一
月
…
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
三
』（
一
九
九
九
）
　
　
宝
永
四
年
十
二
月
〜
正
徳
三
年
十
一
月
…
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
四
』（
二
〇
〇
七
）
一
六
　
　
正
徳
三
年
十
二
月
〜
享
保
二
年
十
一
月
…
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
五
』（
二
〇
一
〇
）
　
　
享
保
二
年
十
二
月
〜
享
保
七
年
十
一
月
…
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
六
』（
二
〇
一
四
）
（
1
） 
能
順
年
譜
に
関
し
て
は
拙
稿
「
連
歌
師
能
順
年
譜
稿 
上
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
紀
要
」
第
六
号
（2020. 3
）
、「
連
歌
師
能
順
年
譜
稿 
下
」（「
愛
知
県
立
大
学
説
林
」
第
六
十
八
号
（2020. 3
）
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
（
2
） 『
沙
汰
承
仕
家
系
同
別
家
之
図
』（
北
野
天
満
宮
蔵
）、
図
録
「
加
賀
前
田
家
と
北
野
天
満
宮
」（
令
和
元
年
度
秋
季
特
別
展
・
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
収
載
77
番
写
真
）
に
よ
る
。
（
3
） 
例
え
ば
、
慶
長
四
年
一
月
三
日
の
裏
白
連
歌
で
は
、
紹
巴
が
連
衆
を
選
ん
だ
た
め
、
宮
仕
四
人
が
連
衆
に
参
加
す
る
異
例
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
時
、
紹
巴
は
、
連
歌
か
ら
の
帰
途
に
、
能
舜
の
所
に
立
寄
っ
て
い
る
。（『
北
野
社
家
日
記
』
第
五
（
史
料
纂
集
）
（
4
） 
例
え
ば
天
正
十
七
年
十
月
十
七
日
に
は
、
紹
巴
が
、『
狭
衣
物
語
』
巻
二
の
書
写
を
松
梅
院
禅
昌
と
禅
昭
と
に
依
頼
し
た
際
に
使
い
と
し
て
立
ち
働
い
て
い
る
し
、
慶
長
四
年
一
月
二
十
八
日
に
、
玄
仍
が
宗
砌
の
北
野
連
歌
会
所
連
歌
新
法
の
書
写
を
願
う
際
に
も
取
り
次
い
で
い
る
。（『
北
野
社
家
日
記
』
第
四
・
第
五
（
史
料
纂
集
）
（
5
） 『
連
歌
総
目
録
』
に
よ
る
。
太
宰
府
天
満
宮
小
鳥
居
家
蔵
『
百
韻
連
歌
集
』（
小
連
72
）
内
「
31
玄
仲
等
懐
旧
百
韻
」。
（
6
） 『
連
歌
総
目
録
』
に
よ
る
。
発
句
「
め
ぐ
り
あ
ひ
て
見
る
や
都
の
空
の
月
」（
玄
陳
）、
連
衆
│
玄
陳
、
値
存
、
仍
春
、
玄
心
、
正
的
、
宗
玄
、
友
閑
、
能
順
、
正
知
、
元
流
、
守
治
、
執
筆
。
（
7
） 
慶
長
初
年
頃
に
里
村
家
関
係
の
連
歌
で
執
筆
を
つ
と
め
、
能
舜
同
様
の
立
場
に
あ
っ
た
。
能
円
に
関
し
、
後
水
尾
院
は
、「
北
野
能
円
と
申
も
の
若
年
ノ
時
ゟ
紹
巴
ニ
相
添
」
と
若
い
頃
か
ら
の
紹
巴
の
弟
子
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
（
宮
仕
記
録
慶
安
五
年
五
月
十
二
日
条
）。
（
8
） 『
聯
玉
集
』
の
引
用
は
、『
連
歌
大
観
三
』
に
よ
る
。
（
9
） 
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
藤
本
文
庫
（
史
料
番
号
特
096.8 ‒7
）。
引
用
は
、
棚
町
知
彌
「
資
料
紹
介
能
順
時
代
人
の
連
歌
史
観
・
参
考
資
料
」（『
連
歌
研
究
の
展
開
』（
昭
和
60
・
勉
誠
社
）
に
よ
る
。
（
10
） 
木
藤
才
蔵
「〈
翻
刻
〉『
歌
道
聞
書
』
考
」（「
日
本
文
学
誌
要
」
12
・
1965. 6
）
（
11
） 
注（
9
）に
同
じ
。
成
立
年
は
不
明
。
（
12
） 
引
用
は
、
小
松
天
満
宮
の
ブ
ロ
グ
（2019. 3. 3
）
に
よ
る
。
（
13
） 
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
加
越
能
文
庫
（
特16.93 ‒
013
）
一
七
（
14
） 
序
文
の
引
用
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
愚
句
老
葉
』（
へ
05 04895
）
HP
画
像
に
よ
る
。
（
15
） 
半
八
郎
左
衛
門
宛
能
順
書
簡
の
引
用
は
、
棚
町
知
彌
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二
（
後
）
│
│
能
順
伝
資
料
・
そ
の
十
」（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
15
号 
平
成
元
・
３
）
に
よ
る
。
（
16
） 
宗
祇
の
書
状
に
付
さ
れ
た
能
順
の
覚
書
の
引
用
は
、
松
岡
久
人
編
『
広
島
大
学
所
蔵
猪
熊
文
書
（
二
）』（
昭
和
58
・
福
武
書
店
）
に
よ
る
。
ま
た
書
状
に
関
し
、
田
中
隆
昭
「
宗
祇
書
状
の
伝
存
に
つ
い
て
」（「
連
歌
俳
諧
研
究
」
第
八
十
九
号
・1995. 7
）、
末
柄
豊
「
宗
祇
書
状
の
伝
来
に
関
す
る
一
考
察
│
│
蒐
集
文
書
と
紙
背
文
書
」（「
室
町
時
代
研
究
」
一
号
・2002
）
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
17
） 『
広
島
大
学
所
蔵
猪
熊
文
書
（
二
）』（
昭
和
58
・
福
武
書
店
）
解
説
に
よ
る
。
注（
16
）に
引
く
末
柄
論
文
は
宗
祇
書
状
二
通
は
「
と
も
に
写
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
18
） 
引
用
は
、『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録
』（1981
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
）
に
よ
る
。
（
19
） 『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』（
小
松
天
満
宮
蔵
）
に
よ
る
。
棚
町
知
彌
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二
（
後
）
│
│
能
順
伝
資
料
・
そ
の
十
」
（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
15
号 
平
成
元
・
３
）
翻
刻
に
よ
っ
た
。
張
行
の
月
日
は
不
明
だ
が
、
書
留
内
の
句
の
配
列
に
よ
り
推
定
し
た
。
（
20
） 
注（
19
）と
同
じ
く
、『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
内
で
、
125
句
「
北
国
に
下
向　
山
中
ニ
而
」、
126
句
「
帰
山
ノ
辺
ニ
泊
り
て　
三
月
尽
」、
127
句
（
当
該
句
）
と
あ
る
配
列
か
ら
推
定
し
た
。
（
21
） 『
聯
玉
集
』
で
は
、「
祇
公
墨
蹟
開
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
（
22
） 
引
用
は
『
連
歌
大
観
三
』
に
よ
る
。
（
23
） 
引
用
は
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
二
』（1997
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
）
に
よ
る
。
（
24
） 
竹
内
秀
雄
『
天
満
宮
』（
昭
和
43
・
吉
川
弘
文
館
）
（
25
） 『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
二
』
の
翻
刻
は
、「
宗
祇
吊
之
会
」
だ
が
、
棚
町
知
彌
「
能
順
伝
資
料
・
そ
の
二
（
預
坊
時
代
・
前
）」
（「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
11
号
・1975. 1
）
翻
刻
は
「
宗
祇
弔
之
会
」
で
あ
り
、
こ
こ
は
こ
ち
ら
に
拠
っ
た
。
（
26
） 
引
用
は
島
津
忠
夫
『
宗
祇
の
顔
』（
和
泉
書
院
・2011
）
に
よ
っ
た
。
現
在
こ
の
画
像
は
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
の
所
蔵
に
な
る
（「
宗
祇
坐
像　
良
勝
画　
近
衛
家
熙
賛
」）。
（
27
） 
宮
仕
記
録
の
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
。「
御
縁
記（起）板
行
之
本
か
り
出
ス
所
ヲ
検
儀
之
処
難
知
ニ
付
、
興
善
院
へ
松
梅
院
ゟ
内
意
被
尋
由
ニ
而
、
興
善
院
其
噂
能
什
へ
被
申
候
故
能
什
云
、
蓮
乗
院
御
入
魂
之
由
此
出
所
詞
官
宮
仕
中
之
分
ニ
無
之
事
也
、
と
く
と
御
聞
届
頼
存
旨
也
、
即
日
能
什
宅
へ
良
勝
入
来
云
、
此
正
本
者
師
匠
良
淳（カ）懇
望
ニ
而
能
愛
写
給
候
、
其
後
智
一
八
積
院
之
学
者
達
而
懇
望
故
か
し
被
申
処
、
此
人
江
戸
へ
被
下
ニ
付
智
積
院
一
臈
へ
只
今
六
波
羅
普
門
院
也
、
申
入
取
か
へ
ス
也
、
本
屋
横
井
長
兵
へ
ハ
普
門
院
ノ
家
来
也
、
彼
普
門
院
順
海
親
絹
や
庄
右
衛
門
ニ
御
縁
記
う
つ
さ
セ
て
所
持
之
本
ニ
被
致
候
処
、
長
兵
衛
普
門
院
ノ
書
物
共
ぬ
す
み
出
候
其
内
之
由
也
、
絹
や
庄
右
衛
門
ハ
普
門
院
へ
出
入
之
仁
ニ
而
能
筆
故
被
願
事
也
、
此
度
も
已
前
も
庄
右
衛
門
板
行
之
企
な
と
仕
仁
ニ
あ
ら
さ
る
由
也
、
此
旨
松
梅
院
へ
も
被
申
入
也
、」
懸
案
の
縁
起
写
本
は
、
そ
も
そ
も
宮
仕
能
愛
が
興
善
院
良
淳
に
写
し
与
え
た
も
の
か
ら
智
積
院
へ
、
さ
ら
に
六
波
羅
普
門
院
（
六
波
羅
蜜
寺
）
へ
と
広
ま
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
（
28
） 
小
林
善
仁
「
北
野
天
満
宮
の
境
内
図
に
関
す
る
資
料
的
検
討
：
「
北
野
社
域
図
」
を
事
例
に
」（「
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
学
科
論
集
」
77
号
・2013. 2 )
（
29
） 『
小
松
天
満
宮
誌
』（
昭
和
57
・
小
松
天
満
宮
）
掲
載
の
社
宝
類
に
「
元
禄
十
一
年
宗
祇
忌
懐
旧
百
韻
」
一
巻
が
あ
る
。
未
見
で
あ
り
、
書
誌
詳
細
は
、
北
野
勝
次
氏
の
『
小
松
に
於
け
る
能
順
』（「
加
南
地
方
史
研
究
」
48
号
・2001. 2
）
に
よ
っ
た
。
注（
30
）論
文
に
よ
れ
ば
、
棚
町
氏
は
こ
の
百
韻
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
よ
う
で
、「
北
野
宮
仕
ば
か
り
の
こ
の
催
し
に
、
能
順
は
特
に
恵
乗
坊
快
全
を
参
加
さ
せ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
30
） 
引
用
は
棚
町
知
彌
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二
（
後
）
│
│
能
順
伝
資
料
・
そ
の
十
」（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
15
号
・
平
成
元
・
３
）
に
よ
る
。
（
31
） 
引
用
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
藤
本
文
庫
所
蔵
『
北
野
千
句 
待
か
ひ
千
句
』（096.8
／126
）
閲
覧
（2020/01/12
）
に
よ
る
。
（
32
） 
引
用
は
、
注（
30
）に
同
じ
。
元
禄
十
四
年
の
書
留
群
中
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
棚
町
氏
に
よ
っ
て
、
零
葉
化
し
た
書
留
を
年
次
を
推
定
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
稿
者
は
未
見
。
そ
れ
ゆ
え
、
棚
町
氏
の
推
定
編
集
が
論
の
前
提
に
な
る
が
、
こ
の
句
の
入
る
一
葉
の
成
立
年
は
未
見
も
あ
り
確
証
が
持
て
な
い
。
同
一
葉
の
中
の
『
聯
玉
集
』
所
収
の
句
の
、
同
一
題
中
で
の
配
列
（『
聯
玉
集
』
で
は
基
本
的
に
成
立
順
に
並
ん
で
い
る
）
も
乱
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
33
） 
福
井
久
蔵
『
連
歌
の
史
的
研
究 
後
編
』（
昭
和
六
・
成
美
堂
出
版
）
（
34
） 
注（
26
）に
同
じ
。
（
35
） 『
宮
仕
記
録
』
に
よ
れ
ば
、
能
愛
は
、「
身
上
難
儀
仕
候
節
」
に
て
、
元
禄
八
年
六
月
以
降
に
、
田
舎
に
下
っ
た
後
、
元
禄
十
一
年
三
月
江
戸
か
ら
戻
っ
て
北
野
に
滞
在
し
、
ま
た
江
戸
に
下
向
（
た
だ
し
記
述
で
は
下
向
予
定
は
四
月
一
日
）、
元
禄
十
二
年
三
月
二
十
九
日
に
、
江
戸
津
軽
間
之
道
中
で
死
ん
で
い
る
。
（
36
） 
翻
刻
は
東
大
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
写
真
に
よ
る
。
ま
た
棚
町
知
彌
「
北
野
宮
仕
（
中
）
と
い
う
歌
学
専
門
職
集
団
の
組
織
と
運
営
の
一
九
実
態
（
資
料
編
）」（『
社
家
文
事
の
地
域
史
』（2005
・
思
文
閣
出
版
）
に
翻
刻
が
あ
る
。
（
37
） 
こ
の
宗
祇
の
影
は
ど
の
よ
う
な
絵
で
あ
っ
た
か
は
、『
宮
仕
記
録
』
以
上
の
情
報
が
な
く
わ
か
ら
な
い
。
（
38
） 
注（
36
）に
同
じ
。
な
お
梅
花
硯
と
硯
之
記
は
、
現
在
は
小
松
天
満
宮
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
39
） 
能
順
が
小
松
で
死
去
し
た
際
の
知
ら
せ
は
、『
宮
仕
記
録 
続
三
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
能
作
か
ら
年
預
に
伝
え
ら
れ
、
年
預
か
ら
の
口
上
書
と
香
奠
は
能
作
に
託
さ
れ
、
小
松
に
能
作
が
運
び
、
小
松
の
能
順
子
瑞
順
か
ら
の
返
信
は
、
能
作
の
帰
京
の
後
、
常
久
か
ら
年
預
に
取
り
つ
が
れ
て
い
る
。
 
一
、
上
表
能
順
坊
死
去
之
付
届
能
作
ゟ
有
之
旨
、
預
坊
能
観
坊
常
円
坊
迄
申
遣
ス
（
宝
永
三
年
十
二
月
五
日
条
）
一
、
能
作
入
来
、
明
日
加
州
江
発
足
仕
候
旨
也
、
依
之
能
順
坊
江
為
香
奠
銀
子
壱
枚
被
賜
也
（
後
略
）（
同
月
七
日
条
）
一
、
能
作
加
州
ゟ
今
日
上
京
之
付
届
有
之
（
同
月
廿
日
条
）
一
、
加
州
瑞
順
ゟ
先
日
口
上
書
之
返
礼
有
之
、
…
…
年
預
御
取
次
／
常
久
坊
参
（
同
月
廿
二
日
条
）
（
40
） 
伊
藤
伸
江
・
奥
田
勲
「『
春
日
左
抛
法
楽
独
吟
百
韻
』
の
伝
来
│
│
報
告
と
考
察
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
第
十
一
号
・
2020. 3
）
に
て
言
及
し
て
い
る
。
（
41
） 
近
世
の
連
歌
の
史
的
状
況
に
関
し
て
、
例
え
ば
綿
抜
豊
昭
氏
は
『
近
世
武
家
社
会
と
連
歌
』（2019
・
勉
誠
出
版
）
に
お
い
て
考
察
さ
れ
、「
集
団
的
宗
教
詩
」
と
し
て
の
意
義
を
見
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
はJSPS
科
研
費JP17K
02421
「
独
吟
百
韻
分
析
に
よ
る
宗
祇
連
歌
の
多
面
的
新
研
究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
